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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はタバコについて光合成産物の転流に関する一連の研究をとりまとめたものである｡
著者はまず, 最大生長期のタバコの特定の葉に14C02 を20分間同化させ, その体内での分布と各器官-
移行した同化産物の代謝を31時間にわたり追究した結果, 最大葉 (第12葉) に同化させたものは3時間
で約30%が他部位に移行し, 各葉への分布は葉序と密接な関係をもち, また大部がショ糖の形態であるこ





一次支脈および中肋中の 14Cの約70% がショ糖で, これが主要な移行物質であること, またアミノ酸中で
は, とくにセリンが生成後最も早く移行することを兄いだした｡
さらに葉肉から葉脈への糖移行の特異性や, 移行した糖類の代謝をみるため, 各種 14C標識糖化合物を
著者が創案した巧妙な方法で, 葉肉, 一次支脈および中肋に与えて検討した｡ その結果, 葉肉から二次支
舵, および一次支脈への移行段階では, ショ糖, ブドウ糖, 果糖の移行量に大差はないが, 二次支脈およ
び一次支脈から中肋- の移行段階では, ショ糖はそのまま移るが, ブドウ糖, 果糖は支脈中でショ糖に合
成され, 中肋中へはほとんどがショ糖となって移行することを明快に証明した｡









また従来, 物質の体内移動が, 供給器官の送り出す力と, 受容器官の受け入れる力とのいずれに, より
大きく作用されるかについて, 種々論議されていたのであるが, 著者の実験によりタバコでは受容器官の
影響がきわめて大きいことを, 興味深い比較実験により見事に実証した｡
さらに体内を移行する糖の形態が, 主としてショ糖であることの理由を知るため, 葉肉, 第一次支脈お
よび中肋に, 各種の14C標識糖化合物を与え, 葉肉で生成された糖のうち, ショ糖はそのまま中肋へ移行す
るが, ブドウ糖, 果糖は支脈中でショ糖に合成されるため, 中肋中にはほとんどがショ糖となって移るこ
とを明快に実証した｡
これらの研究は転流の機構を解明するうえで要点をつくもので, 今後の研究発展に不可欠の成果であ
り, 植物生理学, 作物栄養学の進歩に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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